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はじめに 

 

令和７年度は、さまざまな節目の年にあたり、それらにちなんだ事業展開を行いまし

た。 

毎年実施している全体事業のうち、「もりおか展」では、もりおか女性センター開設

25 周年にふさわしい講師をお招きし、講演および市民との対談を実施しました。若年

女性の地方から都市部への流出とジェンダー課題をテーマに、参加者とともに考え、ア

クションにつながる貴重な機会となりました。「フェスティバル」では、終戦から 80年

の節目に合わせ、「戦争と性暴力」をテーマとした映画を上映しました。戦争がもたら

す過大な被害と加害の歴史を広く知ることから始め、未来において戦争の道を歩まない

ための意識を共有する場となりました。 

各種事業については、例年どおり対象や分野を取りこぼすことなく、内容を工夫し精

査して実施しました。効果的なカラー刷りチラシを安価に作成するなどの工夫ができた

一方で、昨今の価格高騰の影響で事業費のやりくりは困難を極めました。 

市民団体支援事業では８団体の応募があり、３団体を採択しました。今後、市民団体

の活動がさらに活発化していくことを期待しています。 

また、テトラパック社と全国女性会館協議会の助成事業が昨年に続き採択され、ひと

り親家庭を対象に、子どもが家事力を身につけると同時に、食への興味関心を育むこと

を目的として開催しました。親子で楽しい時間を共有する内容となりました。 

防災出前講座や人権出前講座など地域や学校に出向いて実施する講座は、人権意識を

育み、男女共同参画の啓発を広げるうえで有効な開催方法であると感じています。 

 ユースリーダー養成のための連続講座の開催のしかたについては、かねてより時代の

変化にそぐわなくなっていることが課題でした。そこで、集客型ではなく、大学や専門

学校などに出向き、授業の 1コマに入れていただき、講話のほかにワークを組み合わせ

た「ユースリーダー講座」として新規に開講しました。２大学で３コマ実施でき、ユー

ス世代の人権意識の醸成に手ごたえを得ています。 

指定管理の５期目の２年間が終了し、講座等の取組が充実し、市民からも好評を得て

いる一方で、図書利用者の減少や施設利用者の減少が見られます。市民団体の個別の事

情など複数の理由が考えられますが、人口減少の影響も大きいものと思われます。 

今後は、新たな層の利用促進や、より快適に施設等の利用をしていただけるよう、創

意工夫を重ねて取り組んでまいります。 

 

 

               もりおか女性センターセンター長  高橋和佳子 
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１ 目的と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜もりおか女性センターの５つの機能＞ 

 

学ぶ 

学習・研修の機会の場 

男女共同参画をテーマにした各種講座等を企画・実施するとと

もに、市民の自主的な活動を支援します。 

  

出会う・力をつける 

活動促進・交流の場 

知識や技能の習得、日常生活に役立つ各種講座を実施し、女

性センターでの出会いを通じて発足した自主活動グループ等に

活動の場を提供しています。 

  

悩み・考える 

相談 

性別に起因する生きづらさや悩みに寄り添い、解決方法をともに

考え、支援する相談事業を行っています。 

  

考え究める 

調査・研究事業 

男女共同参画に関わる調査・研究を行っています。 

  

知る 

情報提供・収集の場 

女性問題や男女共同参画社会実現のための図書・資料を収

集、提供しています。 

  

 

 

 

 

女性の自立と社会参画を支援するとともに、男女共同参画を推進する拠点、それが

「もりおか女性センター」です。男女共同参画社会の実現のために、各種事業の展開、

情報・市民活動の場の提供、相談事業等を行っています。 
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２ 歩み 

年月日 記事 

平成 12・6 盛岡市の中心部に位置する複合施設プラザおでって 5 階に「もりおか女性センター」開設。 

17・ 4・ 1 平成 16年度盛岡市行財政構造改革に基づき両館統合が示され、プラザおでっての 5階部

分をもりおか女性センター本館、旧盛岡市働く婦人の家をもりおか女性センター別館と名称

を改めた 

18・ 4・ 1 指定管理者制度を導入 

指定管理者：特定非営利活動法人 参画プランニング・いわて 

指定期間：平成 18年 4月 1日～平成 21年 3月 31日 

18・ 6 ニュースレターNO.1号発行 

18・ 7 ホームページ開設 

19・ 4 全国女性会館協議会（マイクロソフト株式会社「女性のための UP プログラム全国版」）より事

業を受託し、シングルマザーの就労支援事業を実施（平成 20年度まで） 

19・ 5 ホームページで施設空室公開サービス開始 

19・10 財団法人主婦会館（ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会）より事業を受託し、 

ドメスティックバイオレンス啓発事業を実施 

20・ 4 全国女性会館協議会（マイクロソフト株式会社「女性のための UP プログラム全国版」）より事

業を受託し、女性の起業支援事業を実施 

21・ 4・ 1 第 2 期指定管理期間スタート 

21・ 4 ふるさと雇用再生特別基金事業を活用し、配偶者暴力防止事業を実施（平成 23年度まで） 

21・ 4 全国女性会館協議会（マイクロソフト株式会社「女性のための UP プログラム全国版」）より事

業を受託し、ＩＴを活用した女性農業者のための起業支援事業を実施（平成 23年度まで） 

21・ 6・22 市町村として東北初の配偶者暴力相談支援センターに指定 

22・ 1 ふるさと雇用再生特別基金を活用し、女性のための経済的自立支援事業を実施（平成 23

年度まで） 

22・ 5・12 もりおか女性センター別館内に女性の起業や就業支援のための「起業応援ルーム 芽でる

ネット」を開設 

22・11 ホームページ上で「ラジオ mjc」を開設(令和 5年 3月 31日終了) 

24・ 3 住民生活に光をそそぐ交付金を活用し、相談室を増設 

24・ 4 国際協力ＮＧＯオックスファム・ジャパンより事業を受託し、女性の起業や就業支援のための

事業を実施（平成 26年度まで） 

25・ 4 緊急雇用創出事業を活用し、ＤＶ未然防止及び被害者支援事業を実施 

26・ 4・ 1 第 3 期指定管理期間スタート 

26・ 4 配偶者等暴力防止事業を実施 

26・11 全国女性会館協議会主催第 8回事業企画大賞受賞 

27・ 3・ 1 もりおか女性センター別館休館 

27・ 4・ 6 「起業応援ルーム 芽でるネット」をプラザおでっての 1階に移転 

27・12・24 もりおか女性センター別館の廃止 

31・ 4・ 1 第 4 期指定管理期間スタート 

31・ 4 配偶者等暴力防止事業を実施（継続中） 

令和 3・4～6 

3・ 7～4・ 3 

4・ 4～5・ 3 

コロナ禍における女性支援事業を受託し、新型コロナウイルスの感染拡大による様々な要因

で不安を抱える女性に対する支援事業を実施 

令和 6・4・１ 第 5 期指定管理期間スタート 

指定管理者：特定非営利活動法人 参画プランニング・いわて 

指定期間：令和６年４月 1日～令和 11年 3月 31日 

※もりおか女性センター別館（働く婦人の家）の歩みは、P50参照 
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３ 組織と運営 
 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆組織図（職員 13名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足）「＊」は、うち、２名は配偶者等暴力防止事業所属職員 

 

 

施 設 名 ： もりおか女性センター 

施設の設置者 

及び所管 

： 盛岡市（市民部市民協働推進課男女共同参画推進室） 

施設管理運営団体

及び代表者名 

： (指定管理者)特定非営利活動法人 参画プランニング・いわて 

理事長 植田 眞弘  

指定管理の期間 ： 令和６年４月１日～令和 11年３月 31日までの５年間 

男女共同参画社会の形成に資する各種講座の企画・運営 

男女共同参画の推進に資する市民活動グループ等の支援や 

交流の促進 

相談業務 

図書・行政資料・映像資料及び関連情報の収集・提供業務 

広報・調査・研究・資料の収集等 

施設管理・運営 

施設で実施する主な自主事業 

も
り
お
か
女
性
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務 

センター長 

副センター長 

相談事業部 

リーダー１名 

事業部・起業事業部 

リーダー２名 

総務経理部 
リーダー１名 

(副センター長兼務) 

スタッフ３名＊ スタッフ４名 スタッフ１名 
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４ 施設の概要 
 
所在地 ： 〒020-0871盛岡市中ノ橋通一丁目１番 10号 プラザおでって１階・５階 

開館時間 ： 午前９時～午後９時 30分（月曜日～金曜日） 

  午前９時～午後５時（土・日・祝日） 

休館日 ： 毎月第２火曜日、年末年始（12/29～１/３） 

建物の規模 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造６階建て地下１階（複合施設） 

  地下１  階 

   １ 階 

 

  ２～４階 

 

      ５ 階 

      ６ 階 

駐車場 

起業応援ルーム 芽でるネット 床面積 110㎡、 

北東北交流センター他 

観光文化情報プラザ、盛岡観光コンベンション協会、 

ホール、会議室他 

もりおか女性センター 床面積 699 ㎡ 

盛岡てがみ館 

 

階 室  名 収容人数 主 な 利 用 方 法 広さ(約) 

 
起業応援 

ルーム 

芽でるネット 

－ 起業就労支援、関連図書の貸出 110㎡ 

 

交流コーナー 50 グループ活動、情報交換、読書、新聞の閲覧 113㎡ 

図書コーナー 12 雑誌、資料の閲覧 38㎡ 

相談室 ８ 相談 20㎡ 

生活アトリエ 36 生活に役立つ衣・食・住の体験学習 98㎡ 

子どもの部屋 10 託児、子どもと保護者が自由に過ごせるスペース 41㎡ 

事務室 － 使用申込手続き、図書の貸出し、情報提供 100㎡ 

会議室 15 会議 36㎡ 

印刷室 － 登録団体が印刷 ９㎡ 

資料室 －  ６㎡ 

その他 － ラウンジ、トイレなど 238㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
 

階 

１  

階 
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（１）貸出施設 

 

利用対象者 男女共同参画社会実現のために活動している市民団体又はグループ 

（特定の政治活動、宗教活動、営利を目的とする活動は利用不可） 

利 用 方 法 １ 仮申請 

利用希望日の３か月前の９時から電話または窓口にて受付 

２ 本申請  

仮申請より、原則７日以内に来館のうえ「使用許可申請書」を提出 

利 用 時 間 午前９時～午後９時 30分（月曜日～金曜日） 

午前９時～午後５時（土・日・祝日） 

休 館 日 毎月第２火曜日、年末年始（12/29～１/３） 

利 用 料 無料 
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施 設 名 生活アトリエ  

収 容 36 人 

広 さ （ 約 ） 98 ㎡ 

設 備 長テーブル 10本、イス 30脚 

主 な 利 用 方 法 生活に役立つ衣・食・住の体験学習 

対 象 男女共同参画社会のために活動している、

概ね５名以上の団体・グループが利用可 

※原則１団体につき月２回の利用 

 

施 設 名 交流コーナー  

収 容 50 人  

広 さ （ 約 ） 113 ㎡  

設 備 机、椅子、ロッカー、湯沸し機等 

主 な 利 用 方 法 グループ活動、情報交換、読書、新聞の 

閲覧 

市民団体予約席 男女共同参画社会実現のために活動してい

る市民団体に限り、２テーブルまで予約可 

（２テーブル６～８名程度） 

 

施 設 名 子どもの部屋  

収 容 10 人 

広 さ （ 約 ） 41 ㎡ 

設 備 円形座卓、遊具等、トイレ、シャワー 

主 な 利 用 方 法 託児、子どもと保護者が自由に過ごせるスペ

ース 

対 象 就学前の乳幼児とその保護者 

 

 

施 設 名 図書コーナー  

収 容 12 人 

広 さ （ 約 ） 38 ㎡ 

設 備 図書、DVD・ビデオ、机、椅子 

主 な 利 用 方 法 雑誌、資料の閲覧 

対 象 どなたでも ※要利用登録 

貸 出 期 間 等 本３冊、映像資料２本 

（本、映像資料合わせて３作品） 

※２週間以内 

蔵 書 

 

8,361 冊(令和８年３月末現在) 

 

施 設 名 印刷室  

収 容 － 

広 さ （ 約 ） ９㎡ 

設 備 印刷機、折機、裁断機、机 

主 な 利 用 方 法 盛岡市男女共同参画団体登録「なはんネット

もりおか」に登録がある団体に限り利用可 

※ロッカー利用可 
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（２）相談 
ア 女性相談 

  女性を対象とし、生活や生き方に関わる身近な問題について幅広く相談に応じ、相談者 

自らの主体的な問題解決を促進しながら、○1エンパワーメントにつながる支援を目指す。 

    (ア) 実施場所 もりおか女性センター内 

    (イ) 方法    面接・電話・メール 

             〇開設日時 月・火・金 10時から 17時／水・木 10時から 20時 

   イ 男性相談 

     男性の抱える生きづらさに寄り添った、男性相談員による問題解決のサポートをする。 

（ア） 実施場所 プラザおでって１F 起業応援ルーム 芽でるネット 

      （イ） 方法    面接・電話 

             ○開設日時 月１回土曜日 10時から 12時     

  ウ LGBT相談 

性別の違和感、性的指向、性自認、またアウティング・カミングアウトで悩んでいる方のための

サポートをする。家族、友人などご本人以外からの相談も可。 

    

※メール相談は令和２年４月 30日開設 

※男性相談は令和４年１月開設、LGBT相談は４月開設 

※盛岡市配偶者暴力相談支援センターは平成 21年 6月 22日指定 

 

（３）起業応援ルーム 芽でるネット 

女性の起業や就労に関する支援を行い、女性の経済的自立を目指す。 

主な内容 ： 起業講座や就労支援講座等の開催 

起業や就労に関する個別相談、パソコン貸出・操作の 

サポート、コワーキングスペースの貸出、出店体験 

起業や就労、パソコン活用のための本の貸出 

利用時間 ： 月曜日～金曜日 10時から 17時（12時～14時休室）

※毎月第２火曜日及び土日・祝日・年末年始は休室 

別サポート等は、要事前予約 

 

 

施 設 名 図書コーナー  

設 備 図書 

主 な 利 用 方 法 図書等の閲覧、貸出し 

対 象 どなたでも ※要利用登録 

貸 出 期 間 等 本３冊 ※２週間以内 

蔵 書 193冊（令和８年３月末現在） 

図 書 分 類 起業関連図書／パソコン活用関連図書 

 

 

ホームページ：http://www.sankaku-npo.jp/mederunet 
 

○1 「エンパワーメント」とは 

人生のさまざまな選択において自己決定をし、自分らしい人生を生きる力を獲得することです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実績 
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１ 講座等事業実績 

（１）講座等事業実績一覧 
男女共同参画社会の実現に向けて、学習の場と啓発のための情報提供を目的とし次の 

事業を開催した。 

 

区
分 

開催日 事業名 回数 定員 
（人） 

実数 
(延べ人数) 

全
体
事
業 

６/13～27  

男女共同参画週間もりおか展 2025 
①講演会：地方女子はなぜ生きづらい？ 

～私たちが生きやすい社会をつくるには～ 

②展示等：事業関連パネル・図書展示・DVD 上映 

15 日間 

①130 

(当初 100) 

② ― 

683 

①120 

②563  

９/12～19 
もりおか女性センターフェスティバル 2025 
①映画会：『黒川の女たち』２回上映 

②展示：利用団体活動紹介・女性起業家事業紹介展示 
８日間 

①映 画会 

各 100 

② ― 

521 

①映画会 

209 

②312 

11/12～25 
なくそう！女性に対する暴力 2025 
テーマ〝性暴力をなくそう〟 
街頭キャンペーン、パープル・ライトアップ、事業関連展示 

14 日間 ― 

2,266

街頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

1,521

センター来場者 

745 

連
携
事
業 

５/16,21 
盛岡市 

令和７年度ＤＶ被害者対応研修 
１ 30 36 

５/23 

岩手大学 女性のキャリア形成支援リカレント 

プログラム 2025 
ベーシックコース カリキュラムⅠ・実践的スキルアップ

セミナー「社内で使える!仕事に役立つ！論理的 

プレゼンテーション術」 

１ 

― 

連続 20 

一般 30 

36 

連続 18 

一般 18 

９/23 
日本テトラパック㈱助成事業  

基本の『キ』！ひとり親ファミリークッキング DAY 
1 ８組 

７組 

17 人 

１/15 

盛岡市令和７年度多様な人材の活躍推進 

フォーラム 

人手不足を乗り越える！働き方改革で実現する 

選ばれる企業づくり 
～女性活躍・男性育休取得推進に効く、明日から出来る 

        ダイバーシティマネジメントのコツ～ 

１ 50 26 
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区
分 

開催日 事業名 回数 定員 
（人） 

実数 
(延べ人数) 

市
民
団
体
支
援
事
業 

10/15 

団体名：防災アクショングループ  

ワークショップ 

男女共同参画の視点を取り入れた 
みんなが安心できる避難所にするために 

１ 25 19 

11/１ 

団体名：ジェンダーカフェ in もりおか  

勉強会 

セクシュアル・マイノリティに対する 

性暴力とサバイバー支援 

１ 20 ９ 

12/13 

団体名：Compass  

講演会 

離婚後共同親権について知ろう 

～離婚後の未来を描くために～ 

１ 30 

44 

内アーカイブ

23 

主
催
講
座 

６/22,28, 

７/５ 

ジェンダー論講座  

LOOK at MOYAMOYA 2025 
３ 15 

78 

内アーカイブ

24 

９/28, 

10/９,23 

防災連続講座 

多様な視点で学ぶ「わたしたちの防災」 

①連続講座②公開講座 

３ 
①15 

②35 

 55 

①32 

②23 

６～２月 

防災出前講座 

「女性・高齢者・障がい者など 

多様な視点から防災を学んでみよう」 

通年 － 
９地区 

253 

【内訳】 

６/３ 薮川地区公民館（９人） 

７/23 若園町町内会（８人） 

８/９ 飯岡地区民生児童委員協議会（18人） 

８/30 盛岡市総合防災訓練（72人） 

10/５ 防災スキルアップ研修会(76人) 

10/６ 小山町内会(26人) 

10/11 東緑ヶ丘団地町内会(７人) 

10/24 松園地区公民館(14人) 

12/２ 下米内町内会(23人) 
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区
分 

開催日 事業名 回数 定員 
（人） 

実数 
(延べ人数) 

起
業
支
援
講
座 

５/31 
Instagram で集客 ビジネス活用講座 

実践編 ～ストーリーズを投稿してみよう～ 
１    30 22 

11/24, 

12/６,20, 

１/24, 

女性起業芽でる塾 

①連続講座  

②公開講座 (先輩女性起業家講演会・ 

チャレンジショップ) 

４ 
①20 

②30 

197 
①66 

②38 

来場者

93 

１/23, 

２/６,13 

就労支援講座 

リアルトークからはじまる  

わたしたちの就職 

３ 12 22  

相
談
事
業 

５/19,22, 

11/７ 
ユースリーダー講座 各１ － 

２校 

134 人 

【内訳】 

５/19 岩手県立大学 社会福祉学部 ３・４年生（29 人） 

５/22 盛岡大学 文学部 社会文化学科（16 人） 

11/７ 盛岡大学 文学部 社会文化学科（89 人） 

 

１/31,２/21 

みんなのおしゃべりルーム 

テーマ：親子関係 

テーマ：夫婦関係 

各１ 各５ ７ 

原則 

第４水曜日 
ウィメンズサロン・ゆるり 各１ - 56 

人
権
出
前
講
座 

４〜３月 
生徒・学生のための人権出前講座 

「大切なわたし・大切なあなた」 
各１ - 

９校 

1,597  

【内訳】 

６/16 星北高等学園（93 人） 

７/９ 盛岡市立仙北中学校 ３年生（208 人） 

７/14 岩手県立南昌みらい高等学校 １年生（336 人） 

８/19 盛岡中央高等学校附属中学校 ３年生（39 人） 

９/29 江南義塾高等学校 （297 人） 
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※定員及び実数（延）は、上段が合計の数を示したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区
分 

開催日 事業名 回数 
人員 
(人) 

実数 
(延べ人数) 

 

【内訳】 

９/30 岩手県立盛岡北高等学校 ２年生（207 人） 

10/30 盛岡市立上田中学校 ３年生・ＰＴＡ講話（135 人） 

11/４ 岩手県立雫石高等学校（25 人） 

３/19 岩手県立盛岡第四高等学校 １年生（257 人） 
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（２）全体事業・連携事業・市民団体支援事業 

第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１、２、３） 

事業名 男女共同参画週間もりおか展 2025 
実 施 日 ６月 13 日（金）～27日（金） ※講演会６月 22日(日) 

対 象 どなたでも 

回 数 15日間  

定 員 ①130 人 (当初 100) ②－ 

参加者延べ人数 683人(①120人 ②563人) 

目 的 国が定める「男女共同参画週間」にあわせ、地域の男女共同参画推進を図るために「人口減

少社会・少子高齢化とジェンダー」に焦点を充て、広く市民に啓発・推進していくことを目的に開

催する。 

内 容 ■①講演会・アフタートーク 

演 題：地方女子はなぜ生きづらい？～私たちが生きやすい社会をつくるには～ 
     講 師：上野千鶴子さん 

（社会学者・東京大学名誉教授・認定 NPO法人ウィメンズアクション 

ネットワーク(WAN)理事長） 

アフタートーク： 

登壇者：上野千鶴子さん、大石南花さん、佐藤真子さん、高橋佑未さん 
 
■②展示・DVD上映 

・男女共同参画社会基本法パネル 

・なるほどジェンダーパネル 

・28歳の働く私 

・日本のジェンダーギャップ指数、岩手のジェンダーギャップ指数 

・もりおか女性センター25周年のあゆみ 

・事業概要(令和 6年度チラシ展示含) 

・男女雇用機会均等法(盛岡で働く女性)アンケート結果 

【図書・DVD上映】 

・男女共同参画関連図書 

・男女共同参画関連 DVD上映 など 

成 果 ・もりおか女性センター開設 25 周年を機に、上野千鶴子さんを講師に迎え、日本における女性

学の変遷や現状の課題解決に向けたヒントをお話しいただいた。参加者に新たな気づきや学

びを得る機会を提供し行動変容を促すことができた。 

・アフタートークでは、10〜30 代の若年層女性の声を幅広い世代で共有し、日常の悩みがジェ

ンダーに関わる社会課題であることに気づく場となった。 

・男女雇用機会均等法成立から 40 年の節目にあたり、盛岡市内で働く女性 106 人にアンケー

トを行い、その結果をパネル展示した。 

参加者アンケート ・今回のようなテーマの話を聞くのは、初めてで多くの学び、発見があった。また年齢別の登壇

者を交えてのアフタートークも大変興味深かった。 

・もりおか女性センターという名称の継続を望みます。一歩社会に出ると男性中心社会であり、

女性を真ん中に置いた都市をめざす盛岡を全面に出してほしいです。 

・素晴らしい講演でした。どれくらい女性が我慢して生きてきた社会だったのか、涙が出そうでし

た。「わきまえない女」になります。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１、２、３）・２-１（施策４）・３-１(施設２) 

事業名 もりおか女性センターフェスティバル 2025 
実 施 日 ９月 12 日(金)～19日(金)  ※映画会９月 13日(土) （２回上映） 

対 象 どなたでも 

回 数 ８日間 

定 員 ①200 人(各 100人) ②－ 

参加者延べ人数 521人（①209人、②312人） 

目 的 戦後 80 年を迎える今年度は、「戦争と性暴力」をテーマに映画上映を行う。映画を通

して過去の戦争の事実に目を向け、風化させないために記憶と歴史を見つめ直し、市民

とともに改めて「平和」について考え、ジェンダー平等の機運を推し進める機会とする。 

また、市民団体・女性起業家の紹介展示を通して、地域に根差した市民活動の“見え

る化”を図り、市民一人ひとりの社会参画を後押しすることを目的とする。 

内 容 ①映画会・メッセージ動画 

・黒川の女たち／99分・2025年・日本 

・松原文枝監督および上野千鶴子さんのメッセージ動画 

②展示 

・利用団体活動紹介 

・女性起業家事業紹介 

・映画紹介 

成 果 ・定員を超える申込があり、20～80代の幅広い層の方に参加していただけた。 

・「戦争と性暴力」の隠された問題に向き合う機会を提供し、また世代を超えたつながりをつくる

ことができた。 

・例年実施の「活動団体紹介展示」は協力依頼の呼びかけを丁寧に行ったことで昨年より６団体

多い 21団体の参加となった。 

参加者アンケート  ・全く知らない事実に基づいた映画を上映して下さった事に感謝です。加害と被害、色々考えさ

せられました。声を上げてくれなかったら、又それを何とか残さなければと動いてくださった

方々の勇気と行動に敬意。声を上げる事が大切だということがよくわかりました。 

・すばらしい映画でした。ハルエさんはじめこの事実を語り残す努力をして下さった皆様に感謝

します。黒川の女たちの美しい友情、きずな、すばらしかったです。語りつぐ人になりたいと思

いました。 

・どのように伝えるか。そして平和であることをどう勝ち取っていくのか。自分ができることは何な

のか。簡単には見つからないが、見つける努力をしていきたいと思う。  
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  第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標２-２（施策１） 

事業名 なくそう！女性に対する暴力 2025 
実 施 日 11月 12日 (水）～25日（火）  ※パープル・ライトアップ 15日(土)～21日(金) 

                     ※街頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 20日(木) 

対 象 どなたでも 

回 数 14日間 

参加者延べ人数  2,266 人（①745人 ②1,521人） 

目 的 ・女性に対するあらゆる暴力の未然防止と根絶を目指す。(前年度同様、性暴力をなくそう

をテーマにする) 

・被害当事者にメッセージを届けるとともに、一般市民(特に若年女性)の関心を喚起し、暴

力根絶について意識啓発を行う。 

内 容 ■パープル・ライトアップ  

・東北電力ネットワーク株式会社 岩手支社 無線鉄塔 

■①展示（もりおか女性センター会場） 

・事業関連掲示物の展示 

・メッセージ Tシャツの展示 

・パープルリボンツリー 

・関連図書の紹介 

・パープルリボンキルトの展示 

■②街頭キャンペーン 

・JR盛岡駅北口２F フェザン入口、IGR 盛岡駅入口にて啓発グッズを配布 

成 果 ・不特定多数の市民等に直接啓発することのできる唯一の全体事業として、街頭で多くの

市民に声がけし、運動への理解を促進することができた。 

・交流コーナーの展示物のメッセージ T シャツの背景を、センター長より聞く機会を設けた

ことで、職員の運動に対する理解をより深めることができた。 

参加者アンケート 実施していない。 
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 第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標２-２（施策１、２、３） 

事業名 
盛岡市 
令和７年度 DV 被害者対応研修 

実 施 日 ５月 16 日（金）、21日（水）  

対 象 ①盛岡市 新採用職員、各課等窓口対応職員、業務で   被害者と接する機会がある 

職員、その他希望する職員（会計年度任用職員含む） ②盛岡広域圏市町職員 

回 数 ２回 

定 員 各 30 人 

参加者延べ人数 36人 

目 的 市役所職員は行政機関の中でも市民に近いため、命の危険がある DV 被害者と接する

可能性も高く、被害者の立場に立った適切な対応と情報管理が強く求められる。市職員が

DV についての知識や実践的な窓口対応及び情報管理の徹底について習得することで、

DV被害者を守り、被害の深刻化や二次被害を未然に防ぐため実施するものとする。 

内 容 ■第一部 DVの基礎知識と対応の留意点 

（１）「DV被害者窓口対応の手引き」の活用について（男女共同参画推進室） 

（２）DVの基礎知識と窓口対応について（もりおか女性センター） 

（３）被害者支援における庁内の協力体制について(こども家庭センター) 

成 果 ・被害者の対応や情報を守ること、DV証明について伝える事ができた。 

・DV被害者の配慮について伝える事ができた。 

参加者アンケート ・証明書等を発行する上で、とても勉強になりました。 

・窓口電話では、特に情報漏洩について気を付けていきたいと思いました。 

・慣れない業務の中で既に担当地区で DVや DV疑い等のケースがあり、迷うことが多々 

あります。「ここは情報共有 OK」「ここは共有不可」等、被害者でもそれぞれで対応が難し 

そうだといつも感じています。被害者側の安全とプライバシーに十分に配慮し、担当部署 

に繋げ適切な支援が出来るようにしたいと思いました。今回の研修に参加出来て良かっ 

たです。日々の業務に活かしていきます。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標３-２（施策１） 

事業名 
岩手大学 女性のキャリア形成支援リカレントプログラム 2025 
ベーシックコース カリキュラムⅠ実践的スキルアップセミナー 

実 施 日 ５月 23 日（金） 

対 象 事業所で働く、これからリーダーとなっていく女性 

回 数 1回 

定 員 50人 （連続 20人・一般 30人） 

参加者延べ人数 36人 （連続 18人・一般 18人） 

目 的 岩手大学と県内の複数自治体が協働で実施する「女性のキャリア形成支援リカレントプ

ログラム 2025」の一つとして、女性従業員の離職、モチベーションやキャリアアップに対す

る意欲の低さなどの課題に鑑み、自身のキャリアを意識すること、リーダーを目指すことの

第一歩を踏み出すことを目的とし、「論理的プレゼンテーション術の習得」や、「キャリアの

自己理解」「ネットワークカフェ」等を行うセミナーを実施し、県内事業所で働くこれからリー

ダーとなっていく女性のキャリアアップに繋げるもの。 

内 容 ■実践的スキルアップセミナー 

   社内で使える！仕事に役立つ！論理的プレゼンテーション術 

    講師: 坂田静香さん（NPO法人全国女性会館協議会 事務局長) 

成 果 ・論理的プレゼンテーションの基礎や実践を交えながら学び、社内プレゼン、部署間調

整、販促資料、SNS広報など、各自の仕事に直結した実務への応用意欲が高まった。 

・参加者アンケートより、性別により自分自身に制限をかけていたことに気づき、意識を変

えてみようという声があった。講師のエピソードを通じ、無意識の思考の枠を広げる機会

になった。 

・はじめにぎこちなく発表をしていた参加者が、講師の講義を受けた後、同じ内容の発表を

行ったとき、内容に膨らみが出て、具体性が出てきた。 

参加者アンケート ・人に何かを伝えるときに、伝える目的は何なのかを忘れないこと、うまく伝えるための表現

方法を学びました。また、女性だから…といって自分の考えに蓋をしないよう意識したいと

思います。 

・皆さんの積極的な進行や取りまとめのおかげで、スムーズにお話しする事ができました。

それぞれの職場環境での悩みや、それを踏まえた上でこういう人物になりたいという目標

をもっている、皆さんの意識の高さに感心しました。自分も、意識を変えて前向きに仕事

に取り組もうと思いました。 

・特に印象に残ったのは「思いが伝わる数字の表現方法」の部分です。普段、様々な資料

や広告等を目にしておりますが、印象に残ったものはどれも数字の表現方法にひと工夫

入れているものばかりだと改めて気づきました。そういったちょっとした工夫がそれを見た

人に対して変化をもたらすのだと実感しました。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標３-１（施策３） 

事業名 
日本テトラパック㈱助成事業 

基本の『キ』！ひとり親ファミリークッキング DAY 

実 施 日 ９月 23 日（火・祝） 

対 象 ひとり親(またはそれに準ずる状況にある方)とその子ども(小学生) 

回 数 1回 

定 員 ８組 

参加者延べ人数 ７組 17 人 

目 的 ひとり親家庭では、家事や育児を分担できるパートナーがいないため、常にワンオペ育

児を担いながら、生計を維持するために働かなければならない傾向にある。そのため、子ど

もと過ごす時間が限られてしまうことから、「忙しくてかまってあげられない」という葛藤を抱え

ることが多い。こうした状況を踏まえ、本事業では親子が共に調理という共通体験を通じ、親

が子どもの成長や新たな発見を感じ、親子のコミュニケーションを深める機会とする。子ども

にとっては、親と一緒に楽しみ協力する経験を通じて自尊心や達成感を育み、生活面での

自立心を促す。 

さらに、子どもが自分で料理をすることで親の家事負担の軽減につなげ、親が安心して

仕事に取り組める環境づくりを目指す。加えて、リサイクル体験を取り入れることで環境問題

への意識を高め、日常生活において環境に配慮した行動を促進させる。同時にひとり親同

士の交流の場を提供する。 

内 容 ■親子の食事づくり ワークショップ 

  講師：佐藤満子さん(料理研究家) 

成 果 ・親子で基本メニュー（ごはん、みそ汁、主菜）の調理に取り組むことを通して、子どもが主

体的に家事に参加する姿が見られた。また、自宅では親子一緒に料理をしようとしても、準

備や後片付けなど負担が大きいが、安心安全な場で講師に教わりながら基本のメニュー

を作ることができたことで家事参画のきっかけを提供した。 

・参加した親からは「普段一緒に料理できる機会が無いので、楽しく参加することができた」

「茶碗洗いをできないと思っていたがちゃんと洗えていた」といった声が聞かれ、子どもの

成長や新たな一面に気づく機会となったことで、親子の対話やふれあいが自然と生まれ、

コミュニケーションの活性化につながった。また、調理の中で食材を使い切る工夫や残さ

ず食べる意識に触れることで、食品ロスをはじめとした環境問題への関心を高めるきっか

けともなった。さらに、同じひとり親家庭同士が調理や実食の時間を共有する中で会話が

弾み、参加者同士のつながりの場としても機能したことから、交流の場を提供することがで

きた。 

・早い段階で定員に達し、キャンセル待ちも設けた。また、当日含めたキャンセルもなく当日

運営することが出来た。 

参加者アンケート 
※親と子どもの回答 

・せまい台所で、急いで作らなければならない状況なので、広い所で段取り良く、料理がで

きる。というのはとてもありがたいです 

・普段一緒に料理できる機会が無いので、楽しく参加することが出来ました。ありがとうござ

いました。 

・みんなで料理をして、みんなと沢山食べておいしかったし、作るのも楽しかったので、来年

もやりたいです。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標３-２（施策１、２，３） 

事業名 

令和 7 年度盛岡市多様な人材の活躍推進フォーラム 

人手不足を乗り越える！働き方改革で実現する選ばれる企業づくり 
～女性活躍・男性育休取得推進に効く、 

明日から出来るダイバーシティマネジメントのコツ～ 
実 施 日 １月 15 日（木） 

対 象 企業経営者、管理職の方、テーマに関心のある市民等 

回 数 1回 

定 員 50人 

参加者延べ人数 26人 

目 的 性別や年齢などに関わらず多様な人材が、仕事と生活を両立させながら、働きがいをもっ

て活躍できる職場環境を整えていくことは、一人一人の豊かで多様な生き方を可能とするの

みならず、持続可能な地域社会の形成、企業の継続的な発展に有効な取組である。 

市内企業等にその意義と必要性を啓発することにより、誰もが安心して働き続けられる企

業、事業所を増やすための一助とすることを目的とする。 

内 容 ■誰もが働きやすい職場づくりについて 

・ダイバーシティ推進の必要性 

・両立支援により期待できる効果 

・具体的な取組事例 など 

講師: 和田正人さん（株式会社ワーク・ライフバランス/コンサルタント） 

成 果 ・働き方改革やダイバーシティ推進が必要な理由を解説いただき、現在の労働力確保（女

性・障がい者等を採用するだけでなく、労働参画できる職場・働き方を作ること）と未来の労

働力確保（共働きと少子化対策の両立）について共有した。 

・働き方改革のための職場づくりについて現状と課題を解説いただき、多様性を生産性に繋

げるための「心理的安全性」についても具体的な方向性を探ることができた。 

参加者アンケート ・会社組織のジェンダーバイアスの解消は管理職の意識変革が必要である。またアンコンシ

ャス・バイアスについては男女ともその実態を知る必要性がある。 

・ワークファミリーバランスという言葉が印象に残った。 

・心理的安全性がとても大事な事だと改めて思った。今まで違和感のあることをそのままにし

ていたので、ありたい姿に近づくための「カエル会議」はいい案だと思った。 

・多様性↑×心理的安全性↑＝生産性↑であることが分かった。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１） 

基本目標２-１（施策３）・基本目標３-１（施策２、３） 

事 業 名 市民団体支援事業 
実 施 日 ①10 月 15日（水） ②11月１日（土） ③12月 13日（土） 

対 象 － 

回 数 各１回 

定 員 ① 25 人 ②20人 ③ 30人  

参加者延べ人数 ① 19 人 ②９人 ③ 44人(内アーカイブ 23)  

目 的 市民活動を行っている市民団体と女性センターが連携・協働し、事業の企画や実施を

通して学びや意識の向上を図り、男女共同参画の推進ならびに団体活動の活性化をめざ

すものである。 

また、本事業を通して、市民の地域の課題解決への理解を深め、男女共同参画への意

識を啓発・促進することを目的とする。 

内 容 ■団体名: 防災アクショングループ 

①ワークショップ  

男女共同参画の視点を取り入れたみんなが安心できる避難所にするために 

■団体名: ジェンダーカフェ in もりおか 

②勉強会 

セクシュアル・マイノリティに対する性暴力とサバイバー支援 

■団体名： Compass 

③講演会 

離婚後共同親権について知ろう！～離婚後の未来を描くために～ 

成 果 ・周知用チラシやホームページの活用により、８団体から申請（うち新規５件）があり、ジェン

ダー平等社会の課題解決に沿った事業計画のもと、利用促進を図ることができた。 

・ＳＮＳやホームページを活用し、団体のイベントの周知をすることができた。周知のサポー

トを行い、設立年数が若い市民団体の活動展開の後押しができた。 

・講座修了生で結成された自主グループ（防災アクショングループ）が事業を実施し、継続

した活動の機会を提供できた。 

・「共同親権」「セクシュアル・マイノリティの性暴力」など社会的テーマに踏み込んだ内容

の事業が開催され現状・課題などの知識を市民へ伝えることができた。 

参加者アンケート 
※事業参加 

団体の回答 

① 

・アンケート結果から、男女共同参画の理解が 95％あり、またトイレ問題や防災食や備蓄

品にも興味を深めた。  

・マンションのトイレの問題点について発表資料を受講者から希望されたり、備蓄ポーチに

関心を持つ人もいた。 

② 

・幅広い世代、立場の人の参加があった。アンケートでは「良かった」または「非常に良かっ

た」と回答しており、参加者にとって満足度の高い事業となった。 

・ジェンダーカフェ in もりおかのイベントに初めて参加する人が多く、広く性暴力に関する

問題を周知することができた。 

③ 

・参加者に「離婚後共同親権」について周知を図ることができた。会場参加者の多くから、

「分かりやすかった」「参加してよかった」との声が寄せられ、制度改正に対する不安や疑

問を整理する機会となった。 

・アーカイブ配信も会場参加と同等の申込があり、市民の関心の高さが伺えた。 
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（３）主催講座事業 

第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１、３）・３-１（施策２、３） 

事業名 
ジェンダー論講座 

LOOK at MOYAMOYA 2025 
実 施 日 ６月 22 日（日）、28日（土）、７月５日(土)  

対 象 テーマに関心のある女性 

回 数 ３回 

定 員 15人 

参加者延べ人数 78人(内アーカイブ 24人) 

目 的 少年マンガと怪談を題材に性差表現の歴史的変遷をたどりながら、 私たちはどのような

影響を受けてきたのか、社会的・文化的につくられる固定的な性別役割意識の解消に向

けて考える機会とする。また、グループワークを通して課題解決に向けた方策を検討し、参

画力（地域づくり人材）をもった人材の育成を目指す。 

内 容 ■第１回：男女共同参画週間もりおか展 2025講演会・アフタートーク 

演題：地方女子はなぜ生きづらい？～私たちが生きやすい社会をつくるには～ 

講師:上野千鶴子さん（社会学者、東京大学名誉教授、認定 NPO法人 

ウィメンズアクションネットワーク(WAN)理事長） 

アフタートーク： 

登壇者：上野千鶴子さん、大石南花さん、佐藤真子さん、高橋佑未さん 

■第２回：講義・グループワーク 

     少年マンガにおけるジェンダーの表現～時代と共に変化するマンガの世界～ 

講師: 西原麻里さん（跡見学園女子大学文学部現代文化表現学科） 

■第３回：講義・グループワーク 

     怪談とジェンダー～なぜ幽霊は女性が多い？～ 

講師: はらだ有彩さん（文筆家）  

成 果 ・少年マンガが形成されてきた歴史的・文化的背景について、ジェンダーの視点からの解

説をいただいた。特に、「スポ根」に代表される高度経済成長期の物語構造や、『少年ジ

ャンプ』が描く男性性の変化に関する分析を通じて、「男らしさ」による抑圧構造とその影

響について学ぶことができた。また、ジェンダーの視点から文化やメディアを再考する貴

重な機会となった。 

・講義を通じて、参加者はジェンダーと文化表現との関わりについて深い理解を得るととも

に、意見交換を通じて現代社会においても実際にあるジェンダーによる生きづらさや問

題に気づくきっかけを提供できた。 

参加者アンケート ・幼いころから身近にあった「マンガ」をジェンダーの視点で見つめ直すのが新鮮な体験だ

った。無意識に「男女で違う役割」が描かれていたのだなと気づいた。映画やドラマと比

べると「少年向け」「少女向け」などジャンルが分かれているからこそ、男性性・女性性がよ

り鮮明にメッセージとして込められているのかな…。一方で、無意識の刷り込みがここま

で！？有効なのであれば、マンガではより良い社会にするためのメディアとしての役割を

期待したいなと思いました。 

・「なぜ幽霊には女が多いか」という視点がありましたが、その事実(幽霊とは女、セリフは「う

らめしやー」死ぬしかない、恨み辛みを死んでからつぶやくだけで、生きているうちに現

状を何とかする力のないのが女)の背景に女は何の力もない弱いものというステレオタイ

プによって型にはめられているのではないかと気づかされた。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１、３）・２-１（施策３）・３-１(施策２) 

事業名 
防災連続講座 

多様な視点で学ぶ「わたしたちの防災」 
実 施 日 9月 28 日(日)、10月 9日(木)、23日(木)  

対 象 テーマに関心のある方 

回 数 ３回 

定 員 50人(連続 15人・公開 35人) 

参加者延べ人数 55人(連続 32人・公開 23人) 

目 的 災害時の影響は性別や年齢、障がいの有無などにより異なるものの、女性の参画が不十

分で、男女のニーズの違いが配慮されない課題があった。これは平常時の固定的な性別役

割意識が背景にある。防災・復興には男女共同参画の視点が不可欠であり、本講座では、

誰もが自分らしく過ごせる環境づくりのために、性別にとらわれず主体的に行動できる人材

の育成を目指す。 

内 容 ■第１回：【連続講座①／公開講座】 

講義：ジェンダーと防災・復興 

      講師：長谷川公一さん（盛岡大学学長） 

■第２回： 【連続講座②】 

①講義：多様な避難方法と公助 

講師：盛岡市危機管理防災課 

②グループワーク：避難所運営ゲーム HUG 体験 

講師：盛岡市消防対策室 

■第３回： 【連続講座③】 

  ①事例発表：わたしが活動を始めた理由～一歩踏み出すヒント 

      講師：石黒直美さん 

②グループワーク 

③振り返り 

講師：もりおか女性センター副センター長 

成 果 ・ジェンダー視点を持った社会学者の講師（盛岡大学学長の長谷川先生）による講義を通

し、女性の参画やジェンダーと防災の繋がりについて自分事として考える一助となった。 

・受講を通して「気づき」を得て視点が広がり、男女共同参画の観点から地域防災を考える

一歩につながるとともに、仲間とつながり協働する重要性が共有され、活動を始める心理的

ハードルの下がったことが窺えた。 

参加者アンケート ・災害女性学の重要性を男性の研究者が地域に合わせた内容で分かりやすくお話しくださ

り、身近なものとして聞くことができました。非常時だけでなく、日常的に防災を考えていく

必要性を改めて感じました。 

・ハザードマップの基本知識や情報収集方法について学べて良かったです。また、HUG は

とても有意義な体験でした。 

・仲間と共有。安心できる人とつながって活動する。必ず連携、協働が必要。一歩踏み出そ

うと思っている方には参考になったと思う。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１）・２-１（施策３）・３-１（施策２） 

事業名 
防災出前講座 

「女性・高齢者・障がい者など、多様な視点から防災を 
学んでみよう」 

実 施 日 ６月～２月 

対 象 町内会や自主防災組織・防災に関心のある市民グループ 

回 数 各１回 

定 員 － 

参加者延べ人数 ９地区 253人 

(内訳) 

６/３ 薮川地区公民館（９人） 

７/23 若園町町内会（８人） 

８/９ 飯岡地区民生児童委員協議会（18 人） 

８/30 盛岡市総合防災訓練（72 人） 

10/５ 防災スキルアップ研修会 (76 人) 

10/６ 小山町内会(26 人) 

10/11 東緑ヶ丘団地町内会(７人) 

10/24 松園地区公民館(14 人) 

12/２ 下米内町内会(23 人) 

目 的 東日本大震災をはじめとした過去の大規模災害の教訓を学び、いつ発生するかわから

ない災害に備え、ジェンダーの視点による地域防災をテーマとした基礎知識を学ぶ機会と

する。また、自身の地域の災害リスクを知り、多様な人々が安心・安全な暮らしについて共

に考え、防災・減災の地域力を高めることを目的とする。 

内 容 ■多様な視点で見る災害時の困難、日頃から家庭でできる防災対策の話・ワークなど   

講師: もりおか女性センター 職員 

成 果 ・「女性センターを利用したことがない」と回答した地域が多く、女性センターの周知に貢献

できた。 

・防災マイボトルはコンパクトなサイズで、高齢の方や子どもでも持ちやすいことから、「自

分も作ってみたい」という声があり、防災意識向上につながった。 

・グループワークや段ボールトイレの実演など、積極的に話したり参加する様子があり、参

加者同士での意識共有や地域のつながり作りになった。 

・参加者の地域の女性部会などで、出前講座を実施してほしいという声があった。 

・地域の身近な相談員である民生委員に多様な視点からの防災についてお伝えすること

ができた。アンケートではもっと具体的な避難所運営方法を知りたいという声が寄せられ、

課題を発見するための視点形成の場を提供することができた。 

参加者アンケート ・防災について多様な視点で対策を考えておく必要性があることを改めて認識することが

できました。非常時にはどうしても男性のリーダーに従わざるを得ないような現実があり、

女性が口を挟めないような状況もあると思います。平常時から多様な視点での対策が必

要であることの共通認識を持つことが重要であると感じました。貴重なお話をいただきあり

がとうございました。 

・避難所で健康に過ごすためにいろいろな配慮が必要であると実感した。女性、障がい者

等に対する知識が多少わかり、とても助かった。 

・前にも受講したが、忘れていることが多く気づくことがあり大変良かった。備蓄品は用意し

ているが、各自のものとしてではないので、分けなければと思いました。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策２）・３-２（施策１） 

事業名 
Instagram で集客 ビジネス活用講座 実践編 

～ストーリーズを投稿してみよう～ 
実 施 日 ５月 31 日(土) 

対 象 自身の Instagram アカウントを持っている、Instagram の投稿経験のある、起業を目指して

いる女性・起業して間もない女性(起業後概ね３年) 

回 数 １回 

定 員 30人  

参加者延べ人数 22人 

目 的 Instagramをビジネスのツールとすることは不可欠である。本講座では Instagramの機能を

知り、効果的な情報発信の方法を学び、実践する機会とし、女性の起業を後押しすること

を目的とする。 

また、受講生同士のネットワークづくりの促進および起業応援ルーム・女性起業芽でる塾

の周知の機会とする。 

内 容 ■講義・グループワーク 

講師： 大森真菜美（BOKUSUL代表） 

成 果 ・あえてチラシを作成せずＳＮＳを中心とした情報発信に取り組んだ。定員に達しなかった

ものの定員の約８割に相当する申込があり、一定の効果があったと考えられる。 

・紙面とオンラインの両方でアンケートを実施したことに加え、講座後には会場を開放した

ほか、「自宅でゆっくり振り返りながら回答したい」という声にも対応したことで、回収率を

高めることができた。（86％ ※昨年度 72％） 

・受講生同士のネットワークづくりの機会を提供したことで名刺交換や SNS アカウント周知

をする様子が見られた他、アンケートからも良い情報交換の場だったと意見があった。 

・（アンケートより）「知らないことや迷っていたことが解決できた」「編集アプリでアレンジをし

ていきたい」「リールやストーリーズ、ハイライトの活用も積極的に取り入れたい」「継続した

投稿ができそう」との声から今後、実践に繋がることが期待できる。 

参加者アンケート ・インスタを毎日使っていますが、まだ知らない事やどうしたらいいのか不明だったことが解

決しました。 

・ストーリーズ、リール、フィード投稿について理解することが出来たので、今後うまく活用し

ていきます。 

・他の方の Instagram を見たり、話を聞くことができたので、良い情報交換の場にもなりまし

た。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策２）・３-２（施策１） 

事業名 女性起業芽でる塾 
実 施 日 11月 24日（月・祝）、12月６日（土）、20日（土）、１月 24日（土） 

対 象 連続講座：起業を目指している女性、起業して間もない女性 

公開講座：テーマに関心のある方 

回 数 ４回 

定 員 50人（連続 20人、公開 30人） 

参加者延べ人数 197人（連続 66人、公開 38人、来場者 93人） 

目 的 働き方の多様化が進む現在、社会的・経済的自立の手段として自ら「起業」を目指す女性が

増えているが、従業員を雇用せずに一人で起業という比較的小規模なケースが多い。           

本講座は、家事や育児、介護との両立など女性特有の問題に寄り添いながら、起業に関す

る基礎知識やノウハウを習得する場を提供し、女性の起業を後押しする。 

また、ロールモデルとなる先輩女性起業家の経験談を通して、起業への思いを具現化し、事

業発展の可能性について学ぶ機会とする。最終回は、受講生のチャレンジショップの場を提

供。販売体験を通してより具体的な起業へのイメージを膨らませ、出店者とのネットワークづくり

の機会を得ることを目的に実施する。 

内 容  【連続講座】 

■第１回  

前半：講義／ワーク（本音のＷＨＹ作成） 

後半：グループワーク(女性起業家ステップアップ支援事業) 

■第２回  

前半：ワーク（事業ユニット作成）       

後半：グループワーク 

■第３回  

前半：講義・ワーク（事業ユニット作成）   

後半：事業ユニット発表・講師より講評 
 

   講師：田中紳也さん（盛岡信用金庫 営業推進部 営業推進課長 兼 地域応援課長） 

【公開講座】 

■第４回  

前半：先輩女性起業家による講演会 

   講師：荒屋亜紀子さん(料理教室とランチの店あらや食堂 店主) 

   ファシリテーター：田中紳也さん（盛岡信用金庫 営業推進部 営業推進課長 兼  

地域応援課長） 

後半：受講生によるチャレンジショップ（先輩女性起業家出店者） 

成 果 ・講演会では、講師の等身大の話から更に、ファシリテーターからの質問等で、講話を深

堀りすることができ、課題と乗り越えるヒントを参加者と共有した。 

・チャレンジショップでは起業の一歩として販売体験の場を提供でき、参加者同士の横の

繋がりを提供できた。参加者から「交流ができ、刺激になった」「ジャンルは違うが共通点

もあり有意義だった」との声があった。 

参加者アンケート ・事業ユニット作成にあたり、個客を具体的にイメージすることの大切さ、必要としている人

が 1人いることの重要性を理解することができました。起業することと商売になることはイコ

ールではないと実感しました。 

・本音の WHY シートを記入したことで、より自分の思いを見つめることができました。事業

活動の基本は、まったく知らなかったので、分かりやすく学ぶことができました。 

・思いを形にしていく為に“行動を起こして”いくことが大事だということが改めてわかった。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標３-２（施策１） 

事業名 
就労支援講座  

リアルトークからはじまる わたしたちの就職 
実 施 日 1月 23 日(金)、2月６日(金)、13日(金)  

対 象 再就職を目指す女性 

回 数 ３回 

定 員 12人  

参加者延べ人数 22人 

目 的 再就職を目指す女性が、キャリアデザインを通して自身の強みを知り、自己肯定感を上

げ、自分の個性を最大限発揮しながらキャリアを築いていくための働き方を見つめ実践に

つなげることを目的として行う。 

また、これまでの経験から得たこと、活かせる能力、強みを整理し、参加者同士で共有

することで自己実現の可能性の気づきを得る機会とする。 

内 容 ■第１回 

座談会・ワーク 

モヤモヤを言葉にして、再出発へのマインドを整える 

講師：藤村七美さん (CO.CORO サポート代表)  

■第２回 

講義・ワーク 

これまでの経験を振り返り、“自分の強み”を見つける 

    講師：岩手キャリア形成・リスキリング支援センター 

■第３回 

講義・個人ワーク 

応募書類から面接まで、今日から動き出す実践ステップ 

    講師：盛岡公共職業安定所 

成 果 ・これまでの自分自身のキャリアを振り返り、そこから自分の強みを発見し、就職に向けて

の心構えや土台を整えることができた。また、参加者同士で話し合い共有することで、頑

張ってきたこと、経験として得てきたことや今後に活かせる強みを見つめ直し、実践的な

学びを通じて今後の就職活動へ向けて進んでいく意欲を持つ機会を提供できた。 

・専業主婦やひとり親の参加者もおり、新たな繋がりの場となった。 

参加者アンケート ・振り返りが大事だと思った。参加者の方から「すごいね」と言われて、そうか、頑張ってい

るんだなと実感できた。 

・応募書類の書き方を改めて見直す機会が持てたことで悩みが解消されました。面接の流

れも忘れてしまっている部分が多かったので、改めて教えて頂き、参考になりました。 

・仕事を探している同じような状況の方と話しをしながら自分と向き合えたことが貴重な時

間となりました。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１）・２-１(施策４)・２-２(施策１) 

事業名 ユースリーダー講座 

実 施 日 ５月 19 日（月）、22（木）、11月７日(金) 

対 象 大学生 

回 数 各１回 

定 員 － 

参加者延べ人数 ２校 134 人 

(内訳) 

５/19 岩手県立大学 社会福祉学部 ３・４年生（29人） 

５/22 盛岡大学 文学部 社会文化学科（16人） 

11/７ 盛岡大学 文学部 社会文化学科（89人） 

目 的  社会に出る前の専門学校生、大学生にデートＤＶに関する正しい知識、アサーティ

ブなコミュニケーション等、自尊感情を持って生きる大切さ、人権について考える

機会をもってもらうため、学校、大学に出向き講話・グループワークを通じて、人

権意識を培い次世代を担う若年層の育成を行う。 

内 容 ■講話 

 ・デート DV(デート DVの種類、デート DVの背景と要因) 

 ・ジェンダーについて(ジェンダーとアンコンシャス・バイアスの理解) 

 ・アサーティブなコミュニケーション(相手を尊重するコミュニケーション) 

 ・性の多様性(LGBTQ＋と SOGI、セクシュアリティーの理解) 

 ・バウンダリーについて(心理的境界線を意識し望ましい関係作りを考える) 

■グループワーク 

成 果 ・学生に様々な気づきを得てもらうことができ、また学生が持っている恋愛観(特に

愛情と束縛の捉え方)を感じることができた。 

・プログラムそれぞれの感想が偏りなく得られた。 

・多くの学生に対して講座を実施することができ、また学生のリアルな声を聞くこと

ができた。 

・感想には、学生自身の悩みや実際に耳にしている事柄が書いてあり、本講座の意義

を再確認することができた。 

参加者アンケート ・ＤＶとデートＤＶの違いについて理解が深まりました。男女に関わらず、互いに尊重し合

える関係を築けるよう私も相手の立場にたって物事を考えられるようにしたいです。 

・知らないうちに、性についてバイアスが刷り込まれていると感じました。自分も加害者にも

被害者にもならないように気を付けたいです。 

・ジェンダーやセクシャルマイノリティの議論が現代、活発になっていますが、それらを理解

しているようで私自身もアンコンシャスバイアスの思考があるなど、今後、これからのものの

見方について考えさせられる講義でした。 

・デートＤＶのひどさに驚いた。もし自分がやられていたら気づかない可能性もありそうだと

思った。自分も気付かないうちに、バイアスがかかっている事を知れた。 

・無意識にしていた発言や行動が人を傷つけてしまっていたのかもしれないと思うと怖くな

った。これから自分の発言や行動に気を付けて生活をしていきたいと思った。 

・本人がどうしたいかの意思を勝手に決めつけるようなコミュニケーションや相手を従わせ

るためのコミュニケーションがどんなに相手を傷つけるかが印象に残りました。 

・グループワークで有名な童話にもジェンダーバイアスが潜んでいることが分かった。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１） 

事業名 みんなのおしゃべりルーム 

実 施 日 ①１月 31日(土) ②２月 21日(土) 

対 象 女性 

回 数 各１回 

定 員 各５人 

参加者延べ人数 ７人 

目 的 パートナーや親子、職場や友人など、さまざまな人間関係に悩みを抱えている女性

が、誰からも批判されない安全安心な場で気持ちを主体的に語りながら参加者の話

を聴くという体験を通して、「自分ひとりではない」という体験や「自分自身の相対

化、客観化、新しい洞察、気づき」を得て、参加者自身がエンパワーメントされる

ことを目的に開催する。 

内 容 ■グループ相談形式 

①テーマ:親子関係 

②テーマ：夫婦関係 

ファシリテーター：もりおか女性センター 職員  

成 果 ・開始時には緊張している様子が見られたが、終わり頃には全員が気持ちを語ることがで

きた。 

・お互いの語りを聞くことによって自分自身の気持ちに気づきを得て、更に思いを語った

り、共感し合ったりする様子が見られた。 

参加者アンケート ・限られた時間の中で、自分のこれまでのことを話すのが難しく、話すべき内容を話すこと

ができなかったように感じていますが、皆さんのお話は自分に共通する部分もあり、同じよ

うな気持ちを抱えている人がいるんだと思うとホッとした気持ちになりました。 

・このような会に参加する機会を作ってくださり、ありがとうございました。参加してよかった

です。 

・同じ悩み、苦しみがわかって、こころが少し軽くなった気がします。他の人の話を聞くこと

は大事かなと思いました。自分の中で完了してしまうと答えが出ないから。 

・自分、がんばってきたなと改めて感じました。 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１、２） 

事業名 ウィメンズサロン・ゆるり 

実 施 日 ４月～３月 原則第４水曜日 

対 象 女性 

回 数 各月１回 

定 員 ― 

参加者延べ人数 56人 

目 的 令和 6年 4月 1日より「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律(女性支援新法)

が施行された。これまでも女性は女性であるゆえの困難をかかえ性暴力や予期せぬ妊娠

等の問題に直面することが多かった。更に不安定な雇用状況による経済的困窮や孤立、

孤独に追いこまれることも多く、女性の抱える問題が一層複雑化、困難化してきたという現

状がある。このことを意識し、女性の人権の尊重とジェンダー平等の視点から女性に寄り添

う姿勢を持ち、対象者(女性)が安心安全な場を体験するとともに地域や社会資源と繋がる

機会を提供することを目的とする。 

内 容 フリートーク、本を読む、ひとりでくつろぐ場の提供、ティータイムなどフリースペースと必要

に応じて女性相談員が相談を受ける。  

成 果 ・参加者数が伸び、継続参加者も増えた。 

・「ゆっくりできた。」という声が多く寄せられ、安心できる場でくつろいでいただけたことがう

かがえた。 

参加者アンケート 非公表 
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第３次盛岡市男女共同参画推進計画 基本目標１（施策１）・２-１(施策４)・２-２（施策１） 

事業名 
生徒・学生のための人権出前講座 

「大切なわたし・大切なあなた」 

実 施 日 ４月～３月 

対 象 中学生・高校生・大学生等 

回 数 各１回 

定 員 － 

参加者延べ人数 ９校 1,597 人 

(内訳) 

６/16 星北高等学園（93 人） 

７/９ 盛岡市立仙北中学校 ３年生（208 人） 

７/14 岩手県立南昌みらい高等学校 １年生（336 人） 

８/19 盛岡中央高等学校附属中学校 ３年生（39 人） 

９/29 江南義塾高等学校 （297 人） 

９/30 岩手県立盛岡北高等学校 ２年生（207 人） 

10/30 盛岡市立上田中学校 ３年生・ＰＴＡ講話（135 人） 

11/４ 岩手県立雫石高等学校（25 人） 

３/19 岩手県立盛岡第四高等学校 １年生（257 人） 

目 的 ＤＶＤ視聴や、教職員によるロールプレイを交えて、デートＤＶや家族等の暴力か

ら自分を守り、他者とのよりよいコミュニケーションについて学ぶ内容で構成。ワ

ークブックと相談カードを配布。 

内 容 事前アンケートの結果を踏まえた職員の講義、開催校による教職員と生徒によるロ

ールプレイ 

成 果 ・生徒数が多い学校では、感想も多岐にわたり、キーワードを伝える事ができた。 

・不登校経験者が多い学校で講座を開催できたことは、他者との関係に気づきを与えたと

思う。 

・猛暑のため急遽、各教室での配信になったにも関わらず、多岐にわたる感想があった。 

・これまで依頼がなかった私立高校、公立中学校、公立高校からの依頼があった。他者と

の関係の築き方を課題と捉えている学校のニーズとマッチしてきているのではと思った。 

・盛岡市母子健康課が実施したアンケートをきっかけに、実施依頼をいただいた。(盛岡市

上田中学校) 

・学校で保護者にも案内を出し、４人の保護者(女性)にも聞いてもらうことが出来た。 

・自分のこととして考えてくれた生徒が多数いた。 

参加者アンケート ・相手と望ましい関係を築くには相手に合わせるだけでなく、自分の意思をしっかり持ち、

相手に伝えることが大切だとわかった。自分は相手に自分の意思を伝えることが苦手だ

が、相手といい関係になれるように少しずつ挑戦していきたいと思った。 

・人と人との間には境界線があり、人と接していく上で尊重していきたいと思いました。ま

た、自分と他人を大切にするコミュニケーションをとっていきたいとお思いました。 

・「自分は男だからこうあるべき」「女はこうあるべき」と偏った考えを持たずに、お互いが公

平な立場であり対等に言い合えるろいう認識を持って人と接していきたい。 

・人の数だけ考え方や性の在り方があると知れました。だからこそ「Iメッセージ」の意識を持

って人とのコミュニケーションを取っていきたいと思いました。 

・自分の体、心は大切にしていきたいし、平等な関係が大事。 
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２ 情報事業 

（１）図書 

   新規図書購入（年２回）の時期以外に、話題の本や講座関連の本を購入したほか、蔵書貸し 

出しのランキングや話題性の高いテーマに合わせたコーナーを設置し、 蔵書の掘り起こしと 

図書コーナー利用促進に取り組んだ。 

 

蔵書点数 貸出点数 貸出人数 新規登録者数 

8,554 2,086 1,212 78 

 

 

（２）ニュースレター 

昨今の社会情勢やジェンダー問題、もりおか女性センターで開催される事業や図書等の紹介を隔

月発行。 

 

発行回数 ： 年４回（隔月：６・９・12・３月） 

発行日 ： 発行月の 10日 ※休館日の場合は前日 

発行部数 ： 約 1,000 部 

サイズ ： A３ 二つ折り 

配布先 ： 公共施設及び関係機関 等 

その他 ： もりおか女性センターホームページ上に PDF化したものを掲載 

 

 

（３）ホームページ 

  SNSを活用し、施設利用やイベント参加者増加に向けて取り組んだ。 

 

更新回数 （うち、ホームページ） （うち、X(旧 Twitter) （うち、Instagram） (うち、芽でるネット) 

554回 119件 166件 148件 121件 

                                       ※ラジオｍｊｃは令和 5年３月 31日終了 

  ①ホームページ  

もりおか女性センターで開催される事業案内や終了報告等の情報を随時アップ。 

   施設の空室情報を平日 10時に更新。 

 

  ②SNS（X、女性センターInstagram、芽でるネット Instagram） 

   施設や講座等の情報を発信。 
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（４）報道履歴 

取材記事 

（新聞・情報紙等） 

取材記事 

（テレビ・ラジオ） 

事業告知記事掲載 

（新聞・情報紙等） 

事業告知記事掲載 

（テレビ・ラジオ） 

９件 ２件 20件 ２件 

※広報もりおか「イベント情報」欄の掲載件数は含めず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■岩手日報 2025年５月 29日付  
岩手日報社の許諾を得て転載しています。 
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■岩手日報 2025年６月 23日付 
岩手日報社の許諾を得て転載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■岩手日報 2025年９月 14日付 
岩手日報社の許諾を得て転載しています。 

 ※写真はなし 
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■岩手日報 2025年 10月１日付 
岩手日報社の許諾を得て転載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■広報もりおか 2026年３月１日付 
盛岡市広聴広報課の許諾を得て転載しています。 
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３ 相談事業 

（１）相談件数推移 

  令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

 （2025） （2024） （2023） （2022） （2021） 

 面接 705 757 790 758 772 

 電話 718 637 713 649 1,066 

 メール 38 46 38 36 46 

再掲 

ＤＶ 425 702 889 797 1,015 

デートＤＶ 361 38 22 12 13 

ストーカー 12 ６ 0 ４ 3 

 合計 1,461 1,440 1,541 1,443 1,884 

    ※令和７年度 相談開設日数は 243日 

 

（２）相談内訳 

   ◆年代別 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 不明 

面 接 ７ 42 173 162 195 66 47 ５ ８ 

電 話 ４ 39 118 211 152 48 85 11 50 

メール １ ０ ０ ４ ２ ０ ０ ０ 31 

 

   ◆主題別 

           再掲 

 生き方 こころ からだ 仕事 夫婦 家族 対人 暴力 暮らし その他 D V デート DV ストーカー 

面接 51 60 ０ ４ 441 105 32 ６ ４ ２ 425 ３ ３ 

電話 40 64 １ ７ 385 141 52 14 11 ３ 361 ５ ０ 

メール ２ ３ １ １ 14 ９ ５ １ ０ ２ 12 ０ １ 

      ※「暴力」は性暴力、セクハラ、デート DV、ストーカー等 

    

◆その他 

配偶者暴力相談支援センターにおける対応件数  

DV証明発行件数 92件 

緊急宿泊件数 １件 

弁護士による法律相談件数 22件 
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４ 管理事業 

（１）施設利用状況 （開館日数 347日） 

施設 人数   

生活アトリエ 3,050 人   

交流コーナー 16,366 人   

子どもの部屋 876人   

相談 1,461 人   

図書コーナー 1,212 人   

館外 主催事業 4,150 人   

起業応援ルーム 908人     

合計 28,023 人   

 

 

◆年度別推移 

令和７年度 

（2025） 

令和６年度 

（2024） 

令和５年度 

（2023） 

令和４年度 

（2022） 

令和３年度 

（2021） 

28,023 人 26,460 人 27,150 人 24,452 人 19,331人 

 

 

（２）視察・講師・インターンシップ受入等 

 

来館日 来館者 内容 

４/４ 
新日本婦人の会 

岩手支部(２人) 

【視察】 

・相談事業にかかるヒアリング対応について 

６/３ 

岩手県議会 人口減少・若年

女性支援調査特別委員会

(12 人) 

【視察】 

・当センターの事業紹介、施設見学 

７/７ 
陸前高田市議会議員 

(１人) 

【視察】 

・事業について 

８/26 
岩手大学人文社会科学部 

(１人) 

【インターンシップ受入】 

・当センターについて（施設見学、男女共同参画） 

９/２ 
岩手県立大学社会福祉学科

(１人) 

【インターンシップ受入】 

・当センターについて（施設見学、男女共同参画） 

10/22 
目黒区女性団体連絡会 

(５人) 

【交流】 

・当センターの事業紹介、施設見学、女性団体との交流 

12/２ 
岩手県立南昌みらい高等学

校（５人） 

【総合的な探求の時間】 

・当センターについて（施設見学、男女共同参画） 
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5 その他 

（１）生理用品配布事業 

  令和３年度から開始の生理の貧困に悩む市民等を対象に窓口にて、生理用品を無料で 

配布した。 

  配布実績：339人(延べ) 

  購入数：146個 

  寄付等：188個 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 
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１ 盛岡市男女共同参画推進条例 
 

○盛岡市男女共同参画推進条例 

令和元年６月28日条例第８号 

盛岡市男女共同参画推進条例 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条～第８条） 

第２章 男女共同参画の推進に関する基本体制（第９条～第11条） 

第３章 男女共同参画の推進に関する基本的施策等（第12条～第22条） 

第４章 審議会（第23条～第30条） 

第５章 雑則（第31条） 

附則 

個人の尊重と法の下の平等がうたわれている日本国憲法の下で、誰もが互いの人権を尊重し、

一人一人の個性と能力を十分に発揮することができる環境の実現は、社会全体で取り組むべき

重要な課題である。 

男女共同参画社会基本法は、男女共同参画社会の実現を21世紀の最重要課題に位置付けてお

り、本市においてもこれまで、その実現を目指し、課題解決のためのあらゆる取組を着実に推進

してきた。 

人口減少と少子高齢化の急速な進展に加え、人々の価値観の多様化が進む中、これらの社会情

勢の変化に対応しうる男女共同参画社会を実現するためには、人権を尊重する意識の更なる向

上と、性別等によって役割分担を固定的に捉える意識の解消を進め、多様な生き方を選択でき、

あらゆる人が活躍できる環境の促進を図らなければならない。 

よってここに、多様性に富んだ豊かで活力あふれる持続可能な地域の構築を目指し、性別等に

かかわらず、誰もが互いの人権を尊重し、一人一人の個性と能力を十分に発揮することができる

男女共同参画社会を実現することを決意し、この条例を制定する。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、男女共同参画の推進について、基本理念を定め、並びに市、市民、事業者

及び教育関係者の責務を明らかにするとともに、男女共同参画の推進に関する施策の基本と

なる事項を定めることにより、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進

し、もって男女共同参画社会の実現を図ることを目的とする。 
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（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 男女共同参画 誰もが、性別等にかかわりなく個人として尊重され、社会の対等な構成

員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保さ

れることにより、政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受し、かつ、共に責任を担う

ことをいう。 

(２) 市民 市内に居住する者、市内で働く者、市内で学ぶ者その他市内で活動する者をい

う。 

(３) 事業者 営利を目的とするとしないとを問わず、市内で事業活動を行う個人又は法人

その他の団体をいう。 

(４) 教育関係者 市内において学校教育、社会教育その他の教育に携わる個人又は法人そ

の他の団体をいう。 

(５) 性別等 性別、性的指向（恋愛感情又は性的感情の対象となる性別についての指向をい

う。）、性自認（自己の性別についての認識をいう。）等をいう。 

(６) 性別等による人権侵害 ドメスティック・バイオレンス（配偶者、交際相手その他の親

密な関係にある者又はあった者からの身体的、精神的、社会的、経済的又は性的な暴力をい

う。）、ハラスメント（性別等に係る発言、行動等が、本人の意図に関係なく、相手又は周

囲の者に不快感又は不利益を与えることをいう。）その他の性別等による暴力又は差別的取

扱いをいう。 

(７) ワーク・ライフ・バランス 誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任

を果たすとともに、家庭、地域生活等においても、多様な生き方を選択することができるこ

とにより、仕事と生活の調和が図られることをいう。 

（基本理念） 

第３条 男女共同参画の推進は、相互の協力及び社会の支援の下に、次に掲げる事項を基本理念

として行われなければならない。 

(１) 誰もが、性別等による人権侵害を受けることなく、個人として尊重されること。 

(２) 誰もが、性別等による固定的な役割分担についての意識にとらわれることなく、個性及

び能力を発揮し、自らの意思により多様な生き方を選択できること。 

(３) 誰もが、性別等にかかわりなく、あらゆる分野における活動方針の立案及び決定に参画

する機会が確保されること。 

(４) 誰もが、性別等にかかわりなく、ワーク・ライフ・バランスを実現することができるこ

と。 

(５) 誰もが、性別等に関する理解を深め、妊娠、出産等の性及び生殖に関する個人の意思を
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尊重し合い、生涯にわたって安全かつ健康な生活を送ることができること。 

（市の責務） 

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、男女共同参

画の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

２ 市は、男女共同参画の推進に関する施策を実施するに当たり、市民、事業者、教育関係者、

国及び他の地方公共団体と連携を図る責務を有する。 

（市民の責務） 

第５条 市民は、基本理念にのっとり、男女共同参画についての理解を深め、家庭、地域、学校、

職場その他の社会のあらゆる分野において男女共同参画の推進に努めるとともに、市が実施

する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよう努めなければならない。 

（事業者の責務） 

第６条 事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を行うに当たっては男女共同参画の推進

に努めるとともに、その雇用する労働者が能力を発揮できるよう雇用の分野における均等な

機会及び待遇の確保に努めなければならない。 

２ 事業者は、その雇用する労働者がワーク・ライフ・バランスを実現することができるよう職

場環境の整備に努めなければならない。 

３ 事業者は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよう努めなければな

らない。 

（教育関係者の責務） 

第７条 教育関係者は、基本理念にのっとり、男女共同参画の推進において教育が果たす役割が

重要であるとの認識の下に、教育を行うとともに、あらゆる教育の場において男女共同参画に

ついての意識の形成に向けた取組を行うよう努めなければならない。 

２ 教育関係者は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよう努めなけれ

ばならない。 

（禁止事項等） 

第８条 何人も、性別等による人権侵害をしてはならない。 

２ 何人も、情報を発信するに当たっては、性別等による人権侵害に当たる表現又は固定的な役

割分担を反映させた表現を用いないよう努めなければならない。 

第２章 男女共同参画の推進に関する基本体制 

（推進計画） 

第９条 市長は、男女共同参画の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、男女

共同参画社会基本法（平成11年法律第78号）第14条第３項に規定する市町村男女共同参画計画

（以下「推進計画」という。）を策定し、公表するものとする。 
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２ 推進計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

(１) 男女共同参画の推進に関する目標及び施策の方向 

(２) 前号に掲げる事項に基づき実施すべき男女共同参画の推進に関する施策 

(３) 前２号に掲げるもののほか、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

推進するために必要な事項 

３ 市長は、推進計画を策定するに当たっては、市民、事業者及び教育関係者の意見を反映する

ことができるように必要な措置を講ずるとともに、盛岡市男女共同参画審議会の意見を聴か

なければならない。 

４ 前項の規定は、推進計画の変更について準用する。 

（実施状況の公表） 

第10条 市長は、毎年、推進計画に基づく男女共同参画の推進に関する施策の実施状況を公表す

るものとする。 

（推進体制の整備） 

第11条 市長は、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、男女共

同参画の推進について全庁横断的に検討するための組織等必要な体制を整備するものとする。 

第３章 男女共同参画の推進に関する基本的施策等 

（情報の収集及び提供） 

第12条 市は、男女共同参画の推進に関する情報を収集するとともに、男女共同参画の推進に資

するために必要な情報を適切に提供するものとする。 

（施策の策定等に当たっての配慮） 

第13条 市は、男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策を策定し、及び実施するに

当たっては、基本理念に配慮するものとする。 

（拠点施設） 

第14条 市は、男女共同参画の推進のための拠点施設の機能の充実及び活用の促進に努めるも

のとする。 

（啓発活動） 

第15条 市は、市民、事業者及び教育関係者に対し、男女共同参画についての関心及び理解を深

めるために必要な啓発活動を行うものとする。 

２ 市は、男女共同参画の推進に関する活動が積極的に行われるようにするため、推進月間を設

ける。 

３ 推進月間の期間は、市長が別に定める。 

（教育及び学習の振興等） 

第16条 市は、男女共同参画についての意識の形成を図るため、男女共同参画の推進に関する教
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育及び学習の振興、男女共同参画を推進する人材を育成するための教育及び研修の機会の充

実その他の必要な措置を講ずるものとする。 

（市民等の自発的な活動を促進するための措置） 

第17条 市は、市民、事業者及び教育関係者が自発的に行う男女共同参画の推進に関する活動が

促進されるように必要な措置を講ずるものとする。 

（積極的改善措置） 

第18条 市は、施策の実施に当たり、第２条第１号に規定する機会について、性別等による格差

が生じているとみられる場合は、この格差を改善するために必要な範囲において、当該機会を

積極的に提供するよう努めるものとする。 

２ 市長その他の執行機関は、その設置する附属機関の委員を任命し、又は委嘱する場合には、

男女の数の均衡を図るよう努めるものとする。 

（災害対応） 

第19条 市は、災害の防止、災害への対応及び災害からの復興においては、男女共同参画の視点

を踏まえ、施策の推進に努めるものとする。 

（支援措置） 

第20条 市は、性別等による人権侵害により困難な状況に置かれている人を支援するため、必要

な措置を講ずるものとする。 

２ 市は、性別等に対する理解の促進及びその理解の不足に起因する日常生活の支障を取り除

くための支援に努めるものとする。 

（相談申出への対応） 

第21条 市長は、性別等による人権侵害に関し、市民、事業者又は教育関係者から相談があった

ときは、関係機関と連携し、公平かつ適切に対応するものとする。 

（苦情申出への対応） 

第22条 市長は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策又は男女共同参画の推進に影

響を及ぼすと認められる施策に関し、市民、事業者又は教育関係者から苦情の申出を受けた場

合は、公平かつ適切に対応し、適切な措置を講ずるものとする。 

２ 前項の場合において、市長が必要があると認めたときは、当該苦情の内容について、盛岡市

男女共同参画審議会の意見を聴くことができる。 

第４章 審議会 

（設置） 

第23条 推進計画その他の男女共同参画の推進に関する重要事項を調査審議させるため、市長

の附属機関として盛岡市男女共同参画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、男女共同参画の推進に関する重要事項に関連する事項について、市長に意見を述
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べることができる。 

３ 審議会は、必要があると認めたときは、関係者に対し、出席を求めて意見若しくは説明を聴

取し、又は資料の提出を求めることができる。 

（組織） 

第24条 審議会は、委員12人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１) 知識経験を有する者 

(２) 関係団体に属する者 

(３) 関係行政機関の職員 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、職務上知ることができた秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様と

する。 

（会長及び副会長） 

第25条 審議会に会長及び副会長１人を置き、委員の互選とする。 

２ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。 

（会議） 

第26条 審議会は、市長が招集する。 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（部会） 

第27条 審議会に部会を置くことができる。 

２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。 

３ 部会に部会長及び副部会長１人を置き、部会に属する委員の互選とする。 

４ 部会長は、部会の事務を掌理し、部会の議長となる。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、その職

務を代理する。 

６ 前条の規定は、部会の会議について準用する。 

（審議会の議決の特例） 

第28条 審議会は、その定めるところにより、部会の議決をもって審議会の議決とすることがで

きる。 

（庶務） 
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第29条 審議会の庶務は、市民部において処理する。 

（委任） 

第30条 第23条から前条までに定めるもののほか、審議会及び部会の運営に関し必要な事項は、

会長が審議会に諮って定める。 

第５章 雑則 

第31条 この条例に定めるもののほか、この条例の実施に関し必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ この条例の施行の際、現に定められている第２次盛岡市男女共同参画推進計画は、第９条第

１項の規定に基づき策定された推進計画とみなす。 
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２ 盛岡市女性センター条例 
平成12年３月30日条例第25号 

改正 

平成17年３月30日条例第17号 

平成27年12月24日条例第55号 

盛岡市女性センター条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は，女性センターの設置及び管理に関し必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 男女共同参画社会の形成に資するため，各種の講座，研修，情報及び交流の場の提供，

相談事業等を行う施設として，女性センターを次表のとおり設置する。 

  

 名称 位置  

 もりおか女性センター 盛岡市中ノ橋通一丁目１番10号  

（開館時間） 

第３条 女性センターの開館時間は，午前９時から午後９時30分まで（日曜日及び土曜日並びに

国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日にあっては，午前９時から

午後５時まで）とする。ただし，市長（地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）

第244条の２第３項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が管理する女性セ

ンターにあっては，指定管理者。以下第６条まで及び第９条において同じ。）が特に必要があ

ると認めたときは，これを変更することができる。 

（休館日） 

第４条 女性センターの休館日は，次のとおりとする。ただし，市長が特に必要があると認めた

ときは，臨時に開館し，又はこれら以外の日に臨時に休館することができる。 

(１) 毎月第２火曜日 

(２) 12月29日から翌年の１月３日までの日 

（使用の許可等） 

第５条 女性センターの生活アトリエ又は子どもの部屋（以下「生活アトリエ等」という。）を

使用しようとする者は，市長の許可を受けなければならない。 

２ 市長は，生活アトリエ等の使用が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは，前項の許

可をしないものとする。 

(１) 公の秩序を乱し，又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(２) 施設又は設備を汚損し，損傷し，又は亡失するおそれがあるとき。 

(３) 前２号に掲げるもののほか，生活アトリエ等の管理上適当でないとき。 

３ 市長は，女性センターの管理上必要があると認めたときは，第１項の許可に条件を付するこ

とができる。 

（許可の取消し等） 

第６条 市長は，女性センターの管理上必要があると認めたとき又は前条第１項の許可を受け

た者（以下「使用者」という。）が次の各号のいずれかに該当するときは，同項の許可を取り

消し，同条第３項の条件を変更し，又は行為の中止若しくは女性センターからの退去を命ずる

ことができる。 

(１) この条例又はこの条例に基づく処分に違反したとき。 

(２) 偽りその他の不正の手段により前条第１項の許可を受けたとき。 

(３) 前条第１項の許可を受けた後において同条第２項各号のいずれかに該当するに至った

とき。 

(４) 前条第３項の条件に違反したとき。 

（禁止行為） 

第７条 女性センターを使用する者は，女性センターにおいて次に掲げる行為をしてはならな

い。 

(１) 物品の販売その他の商行為をすること。 

(２) 許可を受けないで印刷物，ポスター等を掲示し，又は配布すること。 

(３) 特定の政治運動又は宗教活動をすること。 
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（使用料） 

第８条 女性センターの使用料は，無料とする。 

（損害賠償） 

第９条 使用者は，自己の責めに帰すべき理由により施設又は設備を汚損し，損傷し，又は亡失

したときは，市長の指示するところにより原状に回復し，又は損害を賠償しなければならな

い。 

（指定管理者による管理） 

第10条 女性センターの管理は，指定管理者に行わせるものとする。ただし，次条第１項の申請

がなかったとき又は同条第２項に規定する審査の結果，指定できるものがなかったときは，こ

の限りでない。 

（指定管理者の指定の手続） 

第11条 女性センターの管理について，法第244条の２第３項の規定による指定を受けようとす

るものは，市長が定める期限までに市長に申請しなければならない。 

２ 市長は，前項の申請があったときは，次に掲げる事項等を審査し，その結果を同項の申請を

したものに通知するものとする。 

(１) 市民の平等な使用が確保されること。 

(２) サービスの向上が図られること。 

(３) 管理に係る経費の縮減が図られること。 

(４) 事業計画書に基づき，継続して適正に管理することができる人的能力及び物的能力を

有すること。 

（指定等の告示） 

第12条 市長は，前条第２項の規定により指定管理者の指定の通知をしたとき又は法第244条の

２第11項の規定に基づき，その指定を取り消し，若しくは期間を定めて管理の業務の全部若し

くは一部の停止を命じたときは，その旨を告示しなければならない。 

（変更の届出） 

第13条 指定管理者は，その名称，住所その他市長が定める事項に変更があったときは，速やか

に，その旨を市長に届け出なければならない。 

２ 市長は，前項の規定により指定管理者の名称又は住所の変更の届出があったときは，その旨

を告示しなければならない。 

（指定管理者による管理の基準） 

第14条 指定管理者の行う女性センターの管理の基準は，次のとおりとする。 

(１) 法，この条例及びこの条例に基づく規則等の規定に基づき，適正に管理すること。 

(２) 取得した個人情報を適正に管理すること。 

（指定管理者の業務） 

第15条 女性センターの管理に係る指定管理者の業務は，次のとおりとする。 

(１) 第３条ただし書の規定に基づき，開館時間を変更すること。 

(２) 第４条ただし書の規定に基づき，臨時に開館し，又は休館すること。 

(３) 第５条第１項の許可を行うこと。 

(４) 第５条第２項の規定に基づき，同条第１項の許可をしないこと。 

(５) 第５条第３項の規定に基づき，同条第１項の許可に条件を付すること。 

(６) 第６条の規定に基づき，第５条第１項の許可を取り消し，同条第３項の条件を変更し，

又は行為の中止若しくは女性センターからの退去を命ずること。 

(７) 指定管理者の指定に係る協定に定められた事業を行うこと。 

(８) 施設及び設備の維持管理に関すること。 

(９) 前各号に掲げるもののほか，女性センターの管理に関すること。 

２ 指定管理者は，前項第１号又は第２号の行為を行おうとするときは，あらかじめ，市長に届

け出なければならない。 

３ 指定管理者は，第１項第４号から第６号までのいずれかの行為を行おうとするときは，あら

かじめ，市長の承認を受けなければならない。承認を受けた事項を変更するときも，同様とす

る。 

（事業報告書の提出） 

第16条 指定管理者は，毎年度終了後，市長が定める日までに，当該年度について次の事項を記

載した事業報告書を作成し，市長に提出しなければならない。ただし，年度の途中において法
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第244条の２第11項の規定に基づき指定を取り消されたときは，当該指定を取り消された日後，

市長が定める日までに，当該指定を取り消された日の属する年度の初日から当該指定を取り

消された日までの期間について次の事項を記載した事業報告書を作成し，市長に提出しなけ

ればならない。 

(１) 業務の実施状況 

(２) 使用者の数 

(３) 管理経費の収支状況 

(４) その他市長が必要があると認めた事項 

（委任） 

第17条 この条例に定めるもののほか，女性センターの管理に関し必要な事項は，市長が定める。 

附 則 

この条例は，規則で定める日から施行する。 

（平成12年規則第37号で平成12年６月１日から施行） 

附 則（平成17年条例第17号抄） 

１ この条例は，平成18年４月１日から施行する。ただし，第２条及び次項の規定は平成17年４

月１日から，第４条及び附則第３項の規定は公布の日から施行する。 

３ 第１条の規定による改正後の盛岡市牧野条例第13条及び第14条に規定する指定の手続等並

びに第３条の規定による改正後の盛岡市女性センター条例第11条及び第12条に規定する指定

の手続等は，この条例の施行の日前においても行うことができる。 

附 則（平成27年条例第55号） 

この条例は，公布の日から施行する。 
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３ 盛岡市女性センター条例施行規則 
平成12年５月31日規則第42号 

改正 

平成17年３月31日規則第37号 

盛岡市女性センター条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は，盛岡市女性センター条例（平成12年条例第25号。以下「条例」という。）

の規定に基づき，及び条例を施行するため必要な事項を定めるものとする。 

（使用の許可申請） 

第２条 条例第５条第１項の許可を受けようとする者は，盛岡市女性センター使用許可申請書

を市長（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定する指定管理者（以下

「指定管理者」という。）が管理する女性センターにあっては，指定管理者。以下この条にお

いて同じ。）に提出しなければならない。ただし，子どもの部屋の使用（貸切使用を除く。）

に係る同項の許可を受けようとするときは，口頭で当該許可の申請を行うことができる。 

２ 前項本文の申請は，女性センターを使用しようとする日の３月前から使用しようとする日

までの間に行わなければならない。ただし，市長が女性センターの管理上支障がないと認めた

ときは，この限りでない。 

（使用の許可等） 

第３条 条例第５条第１項の許可は，盛岡市女性センター使用許可書の交付をもってする。ただ

し，前条第１項ただし書の許可は，口頭での通知をもってする。 

２ 前項本文の許可書の交付を受けた者は，女性センターを使用しようとするときは，当該許可

書を所定の場所で職員に提示しなければならない。 

（指定管理者の指定の手続） 

第４条 条例第11条第１項の規定による申請をしようとするものは，盛岡市女性センター指定

管理者指定申請書に女性センターの管理に関する事業計画書その他市長が必要と認める書類

を添えて市長に提出しなければならない。 

２ 条例第11条第２項の規定による通知は，指定管理者として指定する場合にあっては盛岡市

女性センター指定管理者指定通知書により，指定管理者として指定しない場合にあっては盛

岡市女性センター指定管理者不指定通知書により行うものとする。 

（指定通知書等の掲示） 

第５条 指定管理者は，前条第２項の盛岡市女性センター指定管理者指定通知書又は指定管理

者の指定を受けている旨を女性センターにおいて公衆に見やすいように掲示しなければなら

ない。 

（条例第13条第１項の市長が定める事項） 

第６条 条例第13条第１項の市長が定める事項は，次のとおりとする。 

(１) 指定管理者の代表者及び女性センターの長 

(２) 指定管理者の指定に際し，当該指定管理者の必要な要件として市長が指定した事項 

(３) 前２号に掲げるもののほか，指定管理者の指定に係る協定に定められた事項 

附 則 

この規則は，条例の施行の日（平成12年６月１日）から施行する。 

附 則（平成17年規則第37号抄） 

１ この規則は，平成18年４月１日から施行する。ただし，第１条，第18条及び次項の規定は平

成17年４月１日から，第28条（第７条及び第８条の改正規定中「別表第３第１号の表の備考２」

を「別表第３第１号の表の備考３」に改める部分に限る。）の規定は公布の日から施行する。 
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４ もりおか女性センター運営委員会 

（１）もりおか女性センター運営委員会設置要綱 
 

(設 置) 

第 1 特定非営利活動法人参画プランニング・いわて(以下「指定管理者」という。)が管理す

るもりおか女性センターの管理運営に関する重要な事項について調査審議し、及び意見等を

聴くため、盛岡市もりおか女性センター運営委員会(以下「委員会」という。)を設置する。 

 

(審議事項) 

第 2 委員会の審議事項は、次のとおりとする。 

(1)女性センターの管理運営に関すること。 

(2)女性センターの年間事業計画に関すること。 

(3)女性センターの運営に関する評価に関すること。 

(4)その他女性センター管理運営のために必要な事項に関すること。 

 

(組 織) 

第 3 委員会は、委員 10 名以内をもって組織し、指定管理者が委嘱する。 

2．委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。 

3．指定管理者が指定を取り消されたときは、当該指定を取り消された日をもって任期満了と

する。 

 

(委員長及び副委員長) 

第 4 委員会に委員長及び副委員長各 1 名を置き、委員長は委員の互選とする。 

2．副委員長は、委員長が指名する者をもって充てる。 

3．委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

4．副委員長は、委員長を補佐し委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときはその職

務を代理する。 

 

(会 議) 

第 5 委員会は、指定管理者が招集する。 

2．委員会は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3． 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

4．委員長は、必要があると認めたときは、委員会に関係者の出席を求めることができる。 

 

(庶 務) 

第 6 委員会の庶務は、女性センターにおいて処理する。 

 

(その他) 

第 7 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は指定管理者が別に定め

る。 

 

 

(実施期日) 

第 8 この要綱は、平成 18 年４月１日から施行する。 
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（２）令和７年度もりおか女性センター運営委員名簿 

氏 名 所 属 

乙部 陵子 もりおか女性の会 

小山 花子 盛岡大学文学部教授 

木村 幸地 
岩手県環境生活部若者女性協働推進室 

特命参事兼青少年・男女共同参画課長 

佐藤 卓 公募委員 

菅原 のぞみ エスクル岩手 代表 

長谷川 美智子 公募委員 

福島 裕子 岩手県立大学看護学部 学部長 

（五十音順／敬称略） 

令和８年３月 31 日現在 
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５ もりおか女性センター別館（働く婦人の家）の歩み 

 

 

  

 



 

 

 

 



 

 

 

 

も  り  お  か  女  性  セ  ン  タ  ー  概  略  図 
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